
一
九
九
一
年
一
二
月
の
ソ
連
崩
壊
を
受
け
て
独

立
し
た
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
一
九
九
七
年
末
、

東
南
部
の
ア
ル
マ
ト
ゥ
か
ら
国
土
の
ほ
ぼ
中
心
に

あ
る
ア
ス
タ
ナ
（
当
時
は
ア
ク
モ
ラ
）
に
首
都
が

移
さ
れ
た
。
ソ
連
時
代
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
首
都

と
し
て
発
展
し
た
ア
ル
マ
ト
ゥ
は
、
人
口
一
○
○

万
人
を
超
え
る
大
都
市
で
あ
る
。
他
方
、
移
転
当

時
の
ア
ク
モ
ラ
は
、
冬
に
は
寒
風
吹
き
荒
ぶ
田
舎

町
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
首
都
移
転
は
な
ぜ
必
要
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

●
新
首
都
と
「
南
の
首
都
」

新
首
都
ア
ス
タ
ナ
は
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
中
心

か
ら
や
や
北
東
寄
り
の
草
原
地
帯
に
位
置
す
る
。

首
都
に
な
っ
た
こ
ろ
、
市
の
人
口
は
二
七
万
人
程

度
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
五
七
万
人
（
二
○
○

七
年
一
月
）
に
倍
増
し
て
い
る
。

ア
ス
タ
ナ
は
一
八
三
二
年
、
ロ
シ
ア
軍
の
要
塞

と
し
て
建
設
さ
れ
、
の
ち
に
ア
ク
モ
リ
ン
ス
ク
市

と
な
っ
た
。
一
九
五
○
年
代
の
「
処
女
地
開
拓
」

（
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
北
部
で
実
施
さ
れ
た
大
規
模
な

農
地
開
発
事
業
）
に
ち
な
み
、
一
九
六
一
年
に
は

ツ
ェ
リ
ノ
グ
ラ
ー
ド
（
ロ
シ
ア
語
で
「
処
女
地
の

町
」
の
意
）
と
名
付
け
ら
れ
た
が
、
独
立
後
ア
ク

モ
ラ
に
改
称
さ
れ
た
。

一
九
九
七
年
一
二
月
の
遷
都
後
ま
も
な
く
、
こ

の
町
の
名
前
は
再
び
変
わ
っ
て
い
る
。
一
九
九
八

年
五
月
、
ア
ク
モ
ラ
は
ア
ス
タ
ナ
（
カ
ザ
フ
語
で

「
首
都
」
の
意
）
と
い
う
新
し
い
名
称
を
与
え
ら

れ
た
。
な
お
、
こ
の
理
由
と
し
て
、「
ア
ク
モ
ラ
」

と
い
う
響
き
の
縁
起
の
悪
さ
も
指
摘
さ
れ
た
。
カ

ザ
フ
語
で
「
ア
ク
」
は
「
白
」、「
モ
ラ
」
は
「
墓
」

を
意
味
す
る
か
ら
だ
。

一
方
、
天
山
山
脈
の
支
脈
ザ
イ
リ
ー
ス
キ
ー
・

ア
ラ
タ
ウ
山
脈
の
北
麓
に
位
置
す
る
ア
ル
マ
ト
ゥ

は
、
人
口
一
二
九
万
（
二
○
○
七
年
一
月
）。
首

都
移
転
後
も
「
南
の
首
都
」
と
呼
ば
れ
、
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
の
経
済
・
文
化
・
情
報
の
中
心
と
し
て
の

地
位
を
維
持
し
て
い
る
。

も
と
は
カ
ザ
フ
人
の
集
落
で
あ
っ
た
ア
ル
マ
ト

ゥ
の
名
称
は
、
一
説
に
は
周
辺
に
群
生
し
て
い
た

リ
ン
ゴ
（
カ
ザ
フ
語
で
「
ア
ル
マ
」）
の
木
に
ち

な
む
と
い
わ
れ
る
。
一
八
五
四
年
、
こ
の
地
を
併

合
し
た
ロ
シ
ア
軍
が
ヴ
ェ
ー
ル
ノ
エ
要
塞
を
建
設
、

一
八
六
七
年
に
こ
れ
が
市
に
昇
格
し
て
ヴ
ェ
ー
ル

ヌ
ィ
と
改
め
ら
れ
た
。
一
九
二
一
年
、
ア
ル
マ
・

ア
タ
に
改
称
さ
れ
て
以
降
、
ソ
連
時
代
は
こ
の
名

前
で
呼
ば
れ
て
い
た
。

ア
ル
マ
ト
ゥ
・
ア
ス
タ
ナ
間
は
飛
行
機
で
一
時

間
四
○
分
だ
が
、
列
車
だ
と
一
昼
夜
の
長
旅
だ
。

最
近
で
は
、
こ
れ
ら
の
都
市
を
一
三
時
間
で
結
ぶ

特
急
列
車
も
登
場
し
た
。
ア
ス
タ
ナ
国
際
空
港
の

新
タ
ー
ミ
ナ
ル
が
日
本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
っ
て
建
設

さ
れ
、
首
都
に
ふ
さ
わ
し
い
空
港
設
備
も
整
い
つ

つ
あ
る
が
、
国
際
便
の
乗
り
入
れ
で
は
ア
ル
マ
ト

ゥ
に
及
ば
な
い
。

こ
こ
で
、
美
し
い
山
々
を
臨
む
ア
ル
マ
ト
ゥ
と
、

遮
る
も
の
の
な
い
草
原
に
位
置
す
る
ア
ス
タ
ナ
の

違
い
を
、
う
ま
く
表
現
し
た
小
話
を
紹
介
し
よ
う

（
な
お
こ
の
小
話
は
、
独
立
後
の
私
有
化
政
策
の

も
と
で
、
国
有
財
産
が
次
々
と
売
却
さ
れ
た
こ
と

を
揶
揄
し
て
い
る
）。

ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統
領
が
あ
る
朝
、
目
を
覚
ま

し
て
び
っ
く
り
仰
天
し
、
妻
の
サ
ラ
に
叫
ん
だ
。

「
お
い
、
山
が
な
い
ぞ
、
山
ま
で
売
り
払
っ
て
し

ま
っ
た
の
か
？
」

「
あ
な
た
、
な
に
言
っ
て
る
の
。
こ
こ
は
ア
ス
タ

ナ
よ
。」

と
こ
ろ
で
、
前
首
都
・
新
首
都
と
も
に
日
本
と

の
つ
な
が
り
が
あ
る
の
は
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
第

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
お
け
る
首
都
移
転
─
「
処
女
地
の
町
」
か
ら
首ア

ス
都タ

ナ
へ
の
変
貌
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二
次
世
界
大
戦
後
、
日
本
兵
が
ロ
シ
ア
の
シ
ベ
リ

ア
に
抑
留
さ
れ
た
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、

彼
ら
は
中
央
ア
ジ
ア
へ
も
送
り
込
ま
れ
た
。
ア
ル

マ
ト
ゥ
市
内
に
は
日
本
人
抑
留
兵
の
埋
葬
地
が
三

カ
所
あ
り
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
や
発
電
所
な
ど
、

彼
ら
が
建
設
に
動
員
さ
れ
た
建
物
が
い
ま
な
お
残

る
。
一
方
、
ア
ス
タ
ナ
の
都
市
設
計
を
手
が
け
た

の
は
日
本
の
建
築
家
、
黒
川
紀
章
氏
で
あ
る
。

ち
な
み
に
ロ
シ
ア
革
命
か
ら
数
え
る
と
、
カ
ザ

フ
ス
タ
ン
の
遷
都
は
一
九
九
七
年
で
三
度
目
で
あ

る
。
一
九
二
○
年
、
ロ
シ
ア
領
内
に
キ
ル
ギ
ズ
自

治
共
和
国
（
当
時
、
ロ
シ
ア
で
は
カ
ザ
フ
人
の
こ

と
を
誤
っ
て
キ
ル
ギ
ズ
人
と
呼
ん
で
い
た
）
が
設

立
さ
れ
た
際
、
そ
の
首
都
は
オ
レ
ン
ブ
ル
グ
で
あ

っ
た
。
こ
の
自
治
共
和
国
の
領
域
に
は
、
現
在
の

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
南
部
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
二
五
年
に
南
部
が
編
入
さ
れ
る
と
オ
レ
ン
ブ

ル
グ
は
ロ
シ
ア
本
土
に
移
管
さ
れ
、
南
部
の
町
ク

ズ
ル
オ
ル
ダ
を
首
都
と
す
る
カ
ザ
フ
自
治
共
和
国

が
形
成
さ
れ
た
（
一
九
三
六
年
、
ソ
ビ
エ
ト
連
邦

を
構
成
す
る
カ
ザ
フ
共
和
国
に
昇
格
）。
ア
ル
マ

ト
ゥ
へ
の
遷
都
は
一
九
二
九
年
で
あ
る
。

●
移
転
の
理
由

首
都
移
転
構
想
は
一
九
九
四
年
七
月
、
ヌ
ル
ス

ル
タ
ン
・
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統
領
に
よ
っ
て
議
会

に
提
案
さ
れ
、
圧
倒
的
多
数
の
賛
成
を
得
て
決
議

さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
前
に
議
論
が
尽
く
さ

れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
当
時
の
世
論
も
移
転

を
支
持
す
る
と
は
言
い
難
い
も
の
だ
っ
た
。

遷
都
の
半
年
前
（
一
九
九
七
年
六
月
）、
ギ
レ

ル
研
究
所
が
実
施
し
た
世
論
調
査
（
ア
ル
マ
ト
ゥ
、

ア
ク
モ
ラ
﹇
当
時
﹈
を
含
む
六
都
市
で
実
施
さ
れ

た
電
話
調
査
。
サ
ン
プ
ル
数
一
四
○
○
人
）
に
よ

れ
ば
、「
首
都
移
転
に
賛
成
」
と
答
え
た
人
は
全

体
の
一
一
・
二
％
、「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
賛
成
」

は
九
・
九
％
だ
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、「
ど
ち

ら
か
と
い
え
ば
反
対
」
は
一
六
・
九
％
、「
反
対
」

は
四
六
・
八
％
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
全
体
の

お
よ
そ
三
分
の
二
が
遷
都
に
反
対
し
て
い
た
の
で

あ
る
。
ま
た
、
同
じ
く
ギ
レ
ル
研
究
所
が
一
九
九

七
年
六
月
に
行
っ
た
調
査
に
よ
れ
ば
、
回
答
し
た

ア
ル
マ
ト
ゥ
市
民
五
○
○
人
の
う
ち
、
二
七
・
八

％
（
一
三
九
人
）
が
移
住
願
望
を
表
明
し
た
。
し

か
し
、
希
望
す
る
移
住
先
と
し
て
ア
ク
モ
ラ
を
挙

げ
た
の
は
わ
ず
か
二
人
に
過
ぎ
ず
、
多
く
は
ロ
シ

ア
か
、
旧
ソ
連
以
外
の
外
国
へ
移
住
す
る
こ
と
を

望
ん
で
い
た
（
そ
れ
ぞ
れ
六
六
人
、
五
二
人
）。

首
都
移
転
が
必
要
な
理
由
と
し
て
、
大
統
領
・

政
府
は
ア
ル
マ
ト
ゥ
の
大
気
汚
染
、
地
震
へ
の
懸

念
（
一
八
八
七
年
と
一
九
一
一
年
に
大
地
震
に
み

ま
わ
れ
て
い
る
）、
人
口
過
密
、
地
形
上
の
制
約

の
ほ
か
、
首
都
は
国
の
中
心
部
に
あ
る
の
が
望
ま

し
い
こ
と
を
挙
げ
た
。

大
気
汚
染
は
確
か
に
深
刻
だ
。
車
の
排
気
ガ
ス

が
主
な
原
因
の
ひ
と
つ
だ
が
、
ア
ル
マ
ト
ゥ
の
車

は
増
え
る
一
方
で
あ
る
。
ソ
連
時
代
に
計
画
さ
れ

た
地
下
鉄
建
設
は
、
ソ
連
崩
壊
と
と
も
に
頓
挫
し

た
（
た
だ
し
最
近
工
事
が
再
開
さ
れ
、
二
○
○
九

年
の
完
成
が
見
込
ま
れ
て
い
る
）。
ち
な
み
に
ア

ル
マ
ト
ゥ
は
町
全
体
が
南
北
に
傾
斜
し
て
い
る
が

（
南
が
山
側
）、
北
に
行
く
ほ
ど
空
気
が
よ
ど
ん

で
お
り
、
住
宅
地
と
し
て
は
南
側
が
好
ま
れ
る
。

地
理
的
に
は
、
ア
ル
マ
ト
ゥ
は
対
ク
ル
グ
ズ
ス

タ
ン
（
キ
ル
ギ
ス
）
国
境
近
く
に
位
置
し
て
い
る
。

中
国
も
比
較
的
近
い
が
、
対
中
国
境
ま
で
は
直
線

距
離
で
二
○
○
キ
ロ
以
上
あ
る
。
首
都
が
国
境
地

域
に
あ
る
の
は
望
ま
し
く
な
い
と
い
う
考
え
が
、

近
隣
諸
国
と
の
有
事
を
念
頭
に
置
い
て
い
る
の
で

あ
れ
ば
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
と
ク
ル
グ
ズ
ス
タ
ン
の

あ
い
だ
で
は
、
深
刻
な
紛
争
に
至
り
う
る
よ
う
な

対
立
要
因
は
存
在
し
な
い
。
他
方
、
中
ソ
対
立
の

時
代
に
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
東
部
で
中
国
と
の
武
力

衝
突
も
発
生
し
た
も
の
の
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
独
立

後
、
両
国
は
経
済
的
・
政
治
的
関
係
を
深
め
て
い

る
。
ソ
連
か
ら
引
き
継
が
れ
た
未
画
定
の
対
中
国

境
問
題
も
解
決
済
み
で
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
大
気
汚
染
に
せ
よ
そ
の
他

の
理
由
に
せ
よ
、
巨
費
を
投
じ
て
首
都
を
移
す
に

は
決
定
的
な
理
由
と
は
言
い
難
い
。
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
は
い
ま
で
こ
そ
高
成
長
に
沸
い
て
い
る
が
、
一

九
九
○
年
代
半
ば
に
は
ま
だ
ソ
連
崩
壊
の
シ
ョ
ッ

ク
か
ら
立
ち
直
っ
て
い
な
か
っ
た
。
ま
た
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
中
部
お
よ
び
北
部
は
、
厳
し
い
大
陸
性
の

気
候
で
寒
暖
の
差
が
激
し
く
、
冬
は
マ
イ
ナ
ス
四

○
度
ま
で
冷
え
込
む
。
比
較
的
過
ご
し
や
す
い
気

候
の
ア
ル
マ
ト
ゥ
と
比
べ
る
と
、
ア
ス
タ
ナ
は
住

み
や
す
さ
と
い
う
点
で
確
実
に
劣
る
。

移
転
後
に
ア
ル
マ
ト
ゥ
か
ら
ア
ス
タ
ナ
へ
の
異

動
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
官
僚
は
、
家
族
を
残
し
て

単
身
赴
任
し
、
週
末
に
ア
ル
マ
ト
ゥ
に
戻
る
と
い

う
生
活
を
続
け
た
人
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
ま
た

遷
都
後
し
ば
ら
く
は
、
ほ
と
ん
ど
の
国
が
大
使
館

ロシア連邦

モ
ン
ゴ
ル

中華人民共和国

クルグズスタン

アスタナ

アルマトゥ
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ンタジキスタン

アフガニスタン

ト
ル
ク
メ
ニ
ス
タ
ン

イ
ラ
ン

図 1　カザフスタンの新旧首都
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を
ア
ル
マ
ト
ゥ
に
置
い
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
こ
こ

数
年
、
よ
う
や
く
ア
ス
タ
ナ
に
大
使
館
を
移
す
国

が
出
始
め
た
が
、
日
本
大
使
館
が
ア
ス
タ
ナ
に
移

っ
た
の
は
二
○
○
五
年
一
月
に
な
っ
て
か
ら
の
こ

と
だ
。

●
民
族
問
題
と
の
関
係
？

こ
の
よ
う
に
、
多
く
の
人
が
納
得
す
る
よ
う
な

理
由
が
存
在
し
な
い
な
か
で
さ
さ
や
か
れ
た
の
が
、

民
族
問
題
と
の
関
わ
り
で
あ
る
。
日
本
の
七
倍
以

上
の
広
大
な
領
土
を
持
つ
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、

ロ
シ
ア
と
国
境
を
接
す
る
北
部
（
お
よ
び
都
市

部
）
に
ロ
シ
ア
人
が
比
較
的
多
く
住
む
。
ロ
シ
ア

と
の
境
界
線
が
大
き
な
意
味
を
持
た
な
か
っ
た
ソ

連
時
代
、
ロ
シ
ア
人
の
あ
い
だ
で
は
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
の
住
民
と
い
う
意
識
が
希
薄
で
あ
っ
た
。
彼
ら

は
ソ
連
崩
壊
に
よ
っ
て
ほ
ぼ
自
動
的
に
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
国
民
と
な
っ
た
が
、
ロ
シ
ア
と
の
二
重
国
籍

は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。

一
九
九
○
年
代
前
半
に
は
、
こ
の
こ
と
に
不
満

を
持
つ
ロ
シ
ア
人
た
ち
が
、
自
分
た
ち
の
居
住
地

域
の
ロ
シ
ア
へ
の
併
合
を
要
求
す
る
の
で
は
な
い

か
と
し
ば
し
ば
予
想
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
首
都

移
転
の
真
の
目
的
は
、
北
部
の
分
離
主
義
傾
向
を

抑
え
る
こ
と
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

と
の
憶
測
が
と
び
か
っ
た
の
で
あ
る
。

一
九
九
○
年
代
半
ば
は
、
確
か
に
ロ
シ

ア
人
の
民
族
運
動
が
盛
ん
で
、
ロ
シ
ア
と

の
二
重
国
籍
の
是
非
な
ど
が
活
発
に
議
論

さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
民
族
紛
争
に
よ

っ
て
国
家
の
崩
壊
が
危
ぶ
ま
れ
る
ほ
ど
危

機
的
な
状
況
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
ま
た
遷

都
後
、
真
っ
先
に
移
住
し
た
官
僚
に
は
カ
ザ
フ
人

が
比
較
的
多
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
ア
ス
タ
ナ
の
カ

ザ
フ
人
人
口
は
増
大
し
た
が
、
そ
れ
が
北
部
諸
州

の
民
族
構
成
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
た
わ
け
で
は
な

い
。ち

な
み
に
ソ
連
お
よ
び
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
国
勢

調
査
に
よ
れ
ば
、
ア
ス
タ
ナ
の
民
族
構
成
は
、
一

九
八
九
年
に
は
カ
ザ
フ
人
一
七
・
七
％
に
対
し
て

ロ
シ
ア
人
が
五
四
・
一
％
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九

九
年
に
は
そ
れ
ぞ
れ
四
一
・
八
％
と
四
○
・
五
％

と
、
カ
ザ
フ
人
の
割
合
が
激
増
し
て
い
る
。
他
方
、

ア
ル
マ
ト
ゥ
で
も
カ
ザ
フ
人
の
シ
ェ
ア
は
増
え
て

い
る
も
の
の
、
依
然
と
し
て
ロ
シ
ア
人
の
ほ
う
が

多
い
（
一
九
九
九
年
の
人
口
比
は
、
ロ
シ
ア
人
四

五
・
二
％
、
カ
ザ
フ
人
三
八
・
五
％
）。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
北
部
の
民
族
構
成
に
も
っ
と
も

大
き
な
影
響
を
与
え
た
の
は
、
首
都
移
転
で
は
な

く
非
カ
ザ
フ
人
人
口
の
絶
対
数
の
減
少
で
あ
る
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
独
立
後
、
ロ
シ
ア
人
や
ウ
ク

ラ
イ
ナ
人
、
ド
イ
ツ
人
な
ど
の
大
量
流
出
が
続
い

た
。
北
部
の
ロ
シ
ア
系
住
民
は
地
元
へ
の
愛
着
が

強
く
、
ソ
連
崩
壊
後
も
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
に
残
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
観
測
も
あ
っ
た
が
、
実
際
に

は
北
部
で
も
流
出
が
見
ら
れ
た
。

な
お
、
首
都
移
転
と
ほ
ぼ
時
を
同
じ
く
し
て
実

施
さ
れ
た
州
の
統
廃
合
は
、
州
別
民
族
構
成
の
ば

ら
つ
き
を
縮
小
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
た
。
一
九

九
七
年
春
、
地
方
行
政
効
率
化
の
名
の
も
と
に
州

の
数
は
一
九
か
ら
一
四
に
削
減
さ
れ
た
が
、
こ
れ

に
よ
っ
て
ロ
シ
ア
人
人
口
の
割
合
が
過
半
数
を
超

え
て
い
た
北
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
州
と
東
カ
ザ
フ
ス
タ

ン
州
に
周
辺
の
州
が
統
合
さ
れ
、
結
果
と
し
て
こ

れ
ら
の
州
の
ロ
シ
ア
人
比
率
は
減
少
し
た
。

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
政
府
が
「
ロ
シ
ア
人
問
題
」
を

重
視
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
だ
が
、
遷
都
と
民
族

問
題
と
の
関
係
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

そ
れ
よ
り
も
明
白
な
の
は
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統

領
が
新
首
都
の
建
設
に
並
々
な
ら
ぬ
意
欲
を
示
し
、

か
つ
そ
の
「
成
功
」
を
国
内
外
で
誇
示
し
て
い
る

と
い
う
点
で
あ
る
。
首
都
の
移
転
そ
の
も
の
も
、

数
々
の
建
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
、
大
統
領
の
強
い

イ
ニ
シ
ア
チ
ヴ
の
下
で
行
わ
れ
て
き
た
。

唐
突
と
も
い
え
る
遷
都
が
可
能
に
な
っ
た
背
景

に
は
、
大
統
領
へ
の
権
力
集
中
が
あ
る
。
カ
ザ
フ

ス
タ
ン
の
統
治
シ
ス
テ
ム
は
極
め
て
中
央
集
権
的

で
、
州
知
事
、
ア
ス
タ
ナ
お
よ
び
ア
ル
マ
ト
ゥ
の

市
長
（
州
知
事
と
同
格
）
は
す
べ
て
大
統
領
の
任

命
で
あ
る
。
ま
た
、
議
会
は
ほ
ぼ
大
統
領
支
持
派

に
よ
っ
て
独
占
さ
れ
て
お
り
、
行
政
に
対
す
る
チ

ェ
ッ
ク
機
能
を
ほ
と
ん
ど
果
た
し
て
い
な
い
。

●
名
称
を
め
ぐ
る
問
題

さ
て
、
ア
ス
タ
ナ
と
い
う
名
称
が
首
都
移
転
後

に
付
け
ら
れ
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述

べ
た
が
、
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
で
は
、
こ
の
ほ
か
に
も

地
名
の
変
更
が
あ
ち
こ
ち
で
行
わ
れ
て
き
た
。
し

か
し
、
こ
う
い
っ
た
名
称
変
更
は
必
ず
し
も
、
か

つ
て
モ
ス
ク
ワ
か
ら
押
し
つ
け
ら
れ
た
も
の
を
昔

の
名
前
に
戻
す
、
と
い
う
こ
と
に
留
ま
ら
な
い
。

ソ
ビ
エ
ト
的
、
あ
る
い
は
ロ
シ
ア
的
な
名
称
を
消

し
、
新
た
に
カ
ザ
フ
語
に
よ
る
名
前
を
つ
け
る
こ

.
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と
で
、
カ
ザ
フ
人
の
国
家
と
し
て
の
性
格
が
強
調

さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

ア
ル
マ
ト
ゥ
と
い
う
名
称
を
め
ぐ
る
問
題
は
、

独
立
後
の
地
名
論
争
の
代
表
例
の
ひ
と
つ
と
い
え

よ
う
。
上
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の
町
は
ソ
ビ
エ
ト

政
権
樹
立
後
ヴ
ェ
ー
ル
ヌ
ィ
か
ら
ア
ル
マ
・
ア
タ

に
改
称
さ
れ
た
が
、
カ
ザ
フ
人
は
ず
っ
と
ア
ル
マ

ト
ゥ
と
呼
ん
で
い
た
。
し
か
し
、
ソ
連
時
代
に
は

ロ
シ
ア
語
が
圧
倒
的
に
優
勢
で
あ
り
、
ま
た
ア
ル

マ
ト
ゥ
市
民
も
非
カ
ザ
フ
人
が
多
数
派
で
あ
っ
た

た
め
、
ア
ル
マ
ト
ゥ
で
は
な
く
ア
ル
マ
・
ア
タ
が

市
の
名
前
と
し
て
内
外
に
定
着
し
て
い
た
。

独
立
後
の
一
九
九
三
年
、
ロ
シ
ア
語
で
の
呼
称

も
ア
ル
マ
ト
ゥ
に
統
一
さ
れ
た
が
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
い
ま
だ
に
反
対
意
見
も
少
な
く
な
い
。
ロ
シ

ア
人
を
中
心
と
す
る
ロ
シ
ア
語
話
者
は
、
言
語
に

よ
っ
て
地
名
が
異
な
る
（
例
え
ば
「
横
浜
」
は
ロ

シ
ア
語
で
は
「
ヨ
コ
ガ
マ
」
と
な
る
）
の
は
当
然

で
あ
り
、
ロ
シ
ア
語
で
は
慣
れ
親
し
ん
だ
ア
ル
マ

・
ア
タ
の
ま
ま
で
よ
い
で
は
な
い
か
、
と
主
張
し

て
い
る
。
実
際
、
ロ
シ
ア
語
を
話
す
場
合
に
は
ア

ル
マ
・
ア
タ
の
ほ
う
が
発
音
し
や
す
い
の
だ
が
、

ロ
シ
ア
人
ら
の
反
発
に
は
こ
れ
以
外
に
シ
ン
ボ
リ

ッ
ク
な
側
面
も
あ
る
。
彼
ら
は
独
立
後
の
度
重
な

る
名
称
変
更
に
よ
っ
て
、
自
分
た
ち
の
言
語
的
・

文
化
的
権
利
が
脅
か
さ
れ
、
存
在
を
も
否
定
さ
れ

る
よ
う
な
居
心
地
の
悪
さ
を
感
じ
て
い
る
の
だ
。

も
っ
と
も
ソ
連
時
代
に
は
、
カ
ザ
フ
人
が
そ
の
よ

う
な
感
情
を
抱
い
て
い
た
の
だ
が
。

カ
タ
カ
ナ
へ
の
翻
字
も
難
題
だ
。
日
本
の
中
央

ア
ジ
ア
研
究
者
の
あ
い
だ
で
は
、
カ
ザ
フ
語
の
発

音
に
近
い
「
ア
ル
マ
ト
ゥ
」
を
使
う
こ
と
で
ほ
ぼ

合
意
が
形
成
さ
れ
て
い
る
が
、
新
聞
な
ど
で
は

「
ア
ル
マ
ト
イ
」
と
書
か
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ

の
他
、「
ア
ル
マ
ト
ゥ
イ
」、「
ア
ル
マ
テ
ィ
」
な

ど
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
混

乱
が
生
じ
た
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
カ
ザ
フ
語
の
表

記
に
ロ
シ
ア
語
と
同
じ
キ
リ
ル
文
字
が
使
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
あ
る
。
ア
ル
マ
ト
ゥ
は
キ
リ
ル
文
字

でА лматы

と
表
記
さ
れ
る
。
ロ
シ
ア
語
の
ы

は
日
本
語
の
「
ウ
」
と
「
イ
」
の
中
間
に
相
当
し
、

は
っ
き
り
と
発
音
さ
れ
る
が
、
カ
ザ
フ
語
の
ы
は

「
ウ
」
を
軽
く
し
た
よ
う
な
音
だ
。
同
じ
文
字
で

も
、
ロ
シ
ア
語
と
カ
ザ
フ
語
と
で
は
発
音
が
か
な

り
違
う
の
で
あ
る
。ち
な
み
に
「
ア
ル
マ
テ
ィ
」は
、

英
語
表
記A

lm
aty

に
影
響
さ
れ
た
も
の
だ
。

●
草
原
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド

首
都
が
移
さ
れ
て
以
降
、
ア
ス
タ
ナ
は
め
ざ
ま

し
い
発
展
を
遂
げ
て
い
る
。
官
庁
街
や
高
層
住
宅

に
加
え
、
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
ス
ポ
ー
ツ
・

文
化
施
設
、
モ
ス
ク
、
水
族
館
な
ど
、
あ
り
と
あ

ら
ゆ
る
も
の
が
建
設
さ
れ
た
。
オ
ラ
ン
ダ
・
ハ
ー

グ
に
あ
る
マ
ド
ロ
ー
ダ
ム
に
倣
っ
て
、
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
の
ミ
ニ
チ
ュ
ア
版
テ
ー
マ
パ
ー
ク
も
誕
生
し

て
い
る
。

な
か
で
も
最
近
、
話
題
を
呼
ん
だ
の
は
、
二
○

○
六
年
九
月
に
完
成
し
た
「
平
和
と
和
合
の
宮

殿
」
だ
。
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
を
模
し
た
高
さ
六
二
メ
ー

ト
ル
の
こ
の
建
物
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
建
築
家
ノ
ー

マ
ン
・
フ
ォ
ス
タ
ー
氏
の
デ
ザ
イ
ン
に
よ
る
も
の

で
、
イ
シ
ム
川
を
挟
ん
で
大
統
領
公
邸
に
向
か
い

合
う
位
置
に
そ
び
え
立
っ
て
い
る
。
こ
の
巨
大
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
総
工
費
は
七
○
○
○
万
ド
ル
と
も

い
わ
れ
て
い
る
。

ア
ス
タ
ナ
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ

大
統
領
の
強
い
意
向
を
受
け
て
建
設
さ
れ
た
。
ナ

ザ
ル
バ
エ
フ
は
二
○
○
三
年
九
月
、
イ
ス
ラ
ー
ム

教
、
キ
リ
ス
ト
教
、
ユ
ダ
ヤ
教
、
仏
教
、
神
道
な

ど
を
代
表
す
る
世
界
各
国
の
宗
教
指
導
者
を
ア
ス

タ
ナ
に
招
い
た
が
、
こ
の
催
し
を
定
期
的
（
三
年

ご
と
）
に
開
催
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
会
場
と
し
て

建
て
ら
れ
た
の
が
こ
の
宮
殿
な
の
だ
。
二
○
○
六

年
九
月
に
は
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
会
議
場

に
似
せ
て
作
ら
れ
た
最
上
階
の
円
形
ホ
ー
ル
で
、

第
二
回
の
会
合
が
開
催
さ
れ
た
。
な
お
こ
の
ピ
ラ

ミ
ッ
ド
に
は
、
博
物
館
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
な

ど
の
ほ
か
、
一
五
○
○
席
の
オ
ペ
ラ
ハ
ウ
ス
も
設

け
ら
れ
て
い
る
。

「
平
和
と
和
合
の
宮
殿
」
は
、
世
界
平
和
に
貢

献
す
る
偉
大
な
指
導
者
と
し
て
国
際
的
に
認
知
さ

れ
た
い
と
い
う
ナ
ザ
ル
バ
エ
フ
大
統
領
の
野
心
と
、

オ
イ
ル
マ
ネ
ー
に
沸
く
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
好
景
気

を
象
徴
し
て
い
る
。
し
か
し
、
建
設
ラ
ッ
シ
ュ
が

続
く
市
の
中
心
部
か
ら
少
し
離
れ
れ
ば
、
ソ
連
時

代
と
さ
ほ
ど
変
わ
ら
ぬ
質
素
な
町
並
み
が
現
れ
る
。

先
進
国
並
み
の
豊
か
さ
を
手
に
入
れ
た
人
々
が
い

る
一
方
で
、
ア
パ
ー
ト
の
公
共
料
金
の
支
払
い
に

も
事
欠
く
人
々
が
い
る
。
彼
ら
の
目
に
は
、
き
ら

び
や
か
な
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
は
ど

ん
な
ふ
う
に
映
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

（ 

お
か　

な
つ
こ
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域

研
究
セ
ン
タ
ー
）
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